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地質図幅の作成状況と日本列島の地質に関する進歩

滝沢文教1)

1.はじめに

この十数年余の間に日本列島の地質解明の解像度

は飛躍的に進展した.その事を最も具体的に示すの

が地質図の改編の度合であり,地質調査所が一昨年

1992年春に出版した｢100万分の1日本地質図｣第

3版と,その14年前の1978年に出版された同第2

版とを比べると如実に現れている.ここに見られる

改編内容は,単に凡例数カミ著しく増加した(第2版

から第3版へ92→133)だけでなく,岩石･地層の

年代や形成論の大幅た変更を含み,100年余の日本

の地質学史から見ても革新的と言えよう.それは近

年における地球科学の急速な進歩を反映したもので

あり,地質図は地球科学の進歩に応じて常に進歩

し,改訂されるべきものであることを示している.

かって“地向斜"堆積物と言われていた中･古生層

に,プレｰトテクトニクスの概念が導入されて地層

や地質構造の形成論が変わったり,電子顕微鏡の導

入や深海掘削に影響されて放散虫･珪藻化石などの

徴化石古生物学が急速に進展すると共に,放射年代

の精度向上による年代デｰタの集積と相乗して,岩

石･地層の年代学的解像度が革新的に進歩するな

ど,地質図作成に関連する地球科学の進歩が非常に

大きかったのである.既に1960年代に発展してい

たプレｰト造構論であったが,多くの野外地質学者

にも受け入れられ,地質図の上で具体的に反映する

までにはかなりの年月と徴化石層序学の進展を待た

ねばならなかった.

｢100万分の1日本地質図｣は総合地質図であり,

もちろん第3版は地質調査所出版の地質図類(5万

分の1及び20万分の1地質図幅,特殊地質図など)

に見られるこの10年前後の著しい進展を基盤とし,

その成果に大きく立脚していると言える.上記の第

2版出版直後の1979年以降,基本図的性格をもつ地

質調査所の5万分の1地質図幅の作成は,特定地

質図幅計画の発足(1979年)によってそれ以前に比

べて飛躍的に進捗した.

この小文では,地質剛こついて理解していただく

ための一端として地質調査所における地質図幅出版

の歩みとその作成状況を紹介し,この10数年間に

それらの内容が特に大きく変容･進展した点につい

て概述してみたい.

2.地質図作成の経緯

地質調査所では,様冷な地質図類を出版している

が,それらの基本は5万分の1地質図幅の研究に

あると言えよう.ここで地質調査所における地質図

作成の歴史を図幅類について簡単に振り返ってみる

と,第1図のようである.日本で最も古い地質図

としては,北海道開拓使に招へいされたライマンに

よるr200万分の1日本蝦夷地質要略図｣(1876)や,

高島得三による｢山口県地質分色図｣(1878)が知

られるが,組織的には1879年(明治12年)地理局地

質課においてナウマンおよび和田維四郎の先導によ

って,予察40万分の1,詳査20万分の1の地質図

作成計画が立てられ,翌年から調査が開始された.

地質調査所における地質図作成の歴史は110年以

上に及ぶ.地質図は作成方法から見ると大きく2

つのカテゴリｰに分けられ,野外調査に室内研究を

加えて得られるファクトデｰタに基づいて作成され

るオリジナルな図面と,既存デｰタの編集によるも

のとがある.前者ではその基盤的な縮尺は,明治時

代の20万分の1地質図から,大正から昭和20年代

までの7.5万分の1地質図幅,それ以降の5万分の

1地質図幅と,徐州こではあるが詳しくなってきて

いる.

近代国家としての歩みを駆足で進んでいた明治時

1)地質調査所地質部

キｰワｰド:地質図,図幅の歴史,作成状況,地質図の進歩
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第1図地質調査所における地質図幅の歴史

代の日本では,国土の地質学的実態を早急に把握

し,産業及び国土開発の基盤確立に役立てることが

急務であり,とりあえず20万分の1地質図の全国

カバｰを地質調査所創立(1882年:明治15年)当初

からの重要課題とした.数10名程の小観模であっ

た地質調査所の陣容では,これらの完成は大変なこ

とであった.地形図がまだ整備されていなかった明

治時代にあって,地質調査は測量と並行して行わな

げればならなかった.さらに目清戦争や日露戦争と

関係して朝鮮･満州･台湾･樺太･シベリアと,地

質調査の対象は広がる一方であった.この20万分

の1地質図の総合として1910年(大正10年)に200万

分の1大日本帝国地質図(初版)が編集されたが,

これには朝鮮や樺太が含められており時代を感じさ

せる.これに先立ち予備的に40万分の1予察地質

図が速成され,それの総合として1899年,100万分

の1大日本帝国地質図が刊行され(凡例数:14),1

年後にパリの万国博に出展されたのである.地質学

の伝統がなかった日本で,地質調査所の創立から僅

か17年で総図を自力で成し遂げたことは,画期的

なことであった.200万分の1日本地質図の方は,

その後70年近く改訂を重ねながら総図として“愛

1994年10月号

用"されてきた.そして各種の鉱物･エネルギｰ資

源や活断層分布･水理地質など応用地質学的デｰ

タ,及び火山分布･放射年代など基礎的デｰタが,

200万分の1地質図をべ一スとしてプロットされて

きており,200万分の1シリｰズは現在25種類に及

んでし･る.

20万分の1地質図は,広域的な地質状況の把握

や机上プラソを練ったり,応用地質学的各種デｰタ

のプロットには便利ではあっても,詳しい岩相や地

質構造の表現が難しく,実際に各地域の地質学的実

態を理解し,国土の開発･保1全等に役立てるために

は,大スケｰルの精度の高い地質図シリｰズがどう

しても必要であった.詳図として大正時代に7.5万

分の1地質図が作成され始めた(1917年調査開始,

1921年｢庄原｣出版)｡第2次大戦時には地質図幅

事業は中断状態であったが,戦後再開され,地質図

幅の縮尺も5万分の1に切り替えられ(第1号は

1952年の｢三河大野｣)現在に及んでいる.7.5万分

の1を含めて,現在国土の66.9%をカバｰしている

(第1表及び第2図)･世界各国におげる基本地質

図の大都分が5万分の1または62,500分の1であ

ることは,この位の縮尺が実用に即していることを�
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示している･国土の地質を具体的に詳細に表現し,

これを利用する立場と,作成する側の諸条件を考慮

すると,妥当な縮尺が5万分の1位なのである.

ところで5万分の1図幅は全国で1,274区画もあ

り,これを早急に整備することは,現在の陣容では

とても難しいことである.そこで,学術的にはかな

り古くなっているが,7.5万分の1図幅も基本図幅

として位置づけている(第1表).7.5万分の1図幅

は1955年の｢塩原｣を最後に,全部で83枚が出版

されたが,途上であったため西日本の四国･山口

県,関東の千葉県などかなり偏在している.

5万分の1地質図幅作成の進捗は昭和30年代は順

調であったが,昭和40年代には,精度向上のため

単位地域の調査日数を増加させたり,地熱資源探

査,海洋地質,活構造･地震予知･火山噴火予知だ

との国家的プロジェクト研究の促進と相まってかな

りべ一スダウソした.しかし,昭和54年度より,

地震予知関連の特定地質図幅の作成計画が開始され

てピッチがあがり,それ以降14年間は年間10図幅

以上出版され,地域的に限定されているものの大き

な進捗をみている.特に進捗の著しい地域は,①青

森一秋田県西部②宮城県東部③新潟県中部一長野

県北部④名古屋周辺⑤京都一大阪地域⑥広島

周辺⑦島根半島⑧九州東部などである.総じて

みると,仙台,名古屋,京都,大阪,広島など地方

大都市周辺における充実が顕著であることを強調し

ておきたい.この間担当の研究老も世代の交代が進

み,現在30代一40代の研究老が主体となった.次に

掲げるような,中･古生界や新生界層序及び火山岩

などに関する地質図幅の新たた成果は,若い世代の

生み出したものと言っても過言ではない､

〈今後の地質図出版>

ここで参考までに,今後の地質調査所における地

質図出版の見通しに触れておく.従来地質図幅の空

白地帯であった中で,現在調査中もしくは計画中

で,今後数～10年間ほどの問に出版が期待される

5万分の1地質図幅の地域を紹介しておこう.

①東北地方内陸部(山形県南東都一福島県中部):

第三系及び第四紀火山岩

②阿武隈山地北東縁部:花嵩岩･新生界

③近畿地方中部一東部:中一古生界･花筒岩

④九州中央部:中一古生界

⑤南西諸島

第1表

5万分の1地質図幅の作成状況

北海道については,北海道開発庁,北海道立地

下資源調査所及び地質調査所の3者で分担(50万

分の1区画は第2図参照)･
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などである.この中で①の大空自地帯(第2図参

照)は現在がなり多数の図幅を調査中であり,これ

まで資料の乏しかった東北日本脊梁南部で,まとま

った新たな地質資料と研究成果を提供できるし,幅

広い東北日本新生代堆積盆の全貌や新生代火山活動

史が明らかになることが期待される.また,西南日

本の③④は,既存図幅とともに西南日本を縦断する

長大セクションの完成によって,今議論盛んな西南

日本の造構史により充実した地質デｰタを提供する

であろう.

他方,20万分の1地質図幅は現在70%のカバｰ

率であり,早急な全国カバｰが望まれているところ

地質ニュｰス482号�
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であるが,一つは5万分の1地質図幅,特に特定

観測地域の地質図幅を優先のためスピｰドアップが

難しい実状にあること,二つは精度の高い20万分

の1地質図を原則としており,拙速に走らない方

針であることなどの事情から,年間2-3枚のべ一

スで出版している.少なくとも10年後には全国の

主要地域の大都分はカバｰ出来る見通しである.

将来の地質図出版の方法として,CDなどの媒体

を用いた電子出版が期待される.地質調査所では日

本地質図第3版のCD-ROM版を一年以上前に試作

し,既に研究機関などに試供して改良し,一般販売

の準備が進められつつある.このCD-ROM版地質

図は様六た分野で利用するに当たって極めて有効な

ことは明らかであろう.また,このように一旦数値

化された地質図は,地質図を作成する私たちの側か

らみても,今後内容変更が必要となっても比較的容

易に修正･加筆を行なうことができるというメリッ

トがある.更に,これまでは従来の作業を経て一応

埴質図としてできあがったものの処理についてふれ

てきたが,地質図の作成を最初からコンピュｰタ上

でということもそんなに遠くない“夢''であろう.

とは言っても,地質図デｰタの扱いにくさや地質図

一枚のデｰタ量が膨大であることなどを考えると,

私たちのまわりのハｰド･ソフト両面での充実が不

可欠である.当面は,既刊地質図幅のCD-ROM化

や在庫切れとなった地質図幅の改訂作業の効率化,

更には数値化した地質図の活用のためのソフトウェ

アの充実が目標とたろう.

3.研究の進展

今日における地球科学の急速な進歩は,分析機器

電顕･コンピュｰタだと機器の進歩はもちろん

であるが,野外及び室内研究デｰタの総合に際して

大きく影響をもたらしたのがプレｰトテクトニクス

の導入であり,海洋地質学の発展がもたらした堆積

学及び徴化石古生物学の進展であろう.これらによ

って日本列島の地質に関する解像度は近年飛躍的た

進歩を遂げた.最近の地質図に反映されたそれらの

研究成果を次に列挙してみよう.それらは,先述の

100万分の1日本地質図第3版に見られる進歩その

ものとも言える.

1)中一古生界の年代,地質構造等に関する革新的

進歩

(近畿及び中部地方西部の美濃一丹波帯,西南日本

外帯の四万十帯一秩父帯など)

この10数年の間に層序一年代･地質構造など地

層の総体的解釈が革新的に変更した分野であり,

“放散虫革命"とも比倫されている.1970年代に萌

芽し,1980年代に本邦全域に広がった放散虫など

徴化石層序学の急速な進展と,プレｰトテクトニク

スから派生した付加体論の導入によって,従来古生

層とみなされていた秩父古生層などチャｰトや塩基

性火山岩(緑色岩)を含む地層群が,中生代のプレｰ

ト洗み込み帯で形成された付加体堆積物(付加コン

プレックス)であると解釈されるようになり,これ

らの地層には古典的な層序学の方法(地層累重の法

則)は適用できなくなった.含有するフズリナ･サ

ンゴ化石などによって古生代を指示する石灰岩体や

緑色岩体は,中生代の堆積物の中にプレｰト運動や

付加過程において黒地性岩体として取り込まれたと

見なされるようになったのである.ちなみに,付加

コンプレックスが日本列島でどの位との地帯に分布

しているか,第3図を参照されたい.

2)新生界層序及び地史の精度向上

･グリｰソタフ地域,太平洋沿岸域の中新統(秋田

一山形県西部,仙台周辺一常磐地域及び島根半島だ

と)

鮮新統一第四系堆積盆(新潟県中部,仙台周辺,

濃飛平野周辺,大阪一神戸地域)

新生界層序の精密た区分が進展し,新生代の堆積

史と構造運動の解明,堆積盆の精密解析だと地史の

解明が非常に進歩した1すなわち,珪藻･ナンノ化

石だと徴化石層序学の進歩や放射年代デｰタの集積,

1970年代以降における堆積学の新たな発展による

堆積環境･堆積様式の解明,及びシｰケンス層序学

による堆積単元の具体的把握によって,従来よりも

年代層序区分精度が格段に精密化され,各地層の堆

積年代,不整合の間隙,堆積体の形態,さらに地域

間の対比が精度を増して詳しく把握され,新生代地

史の解像度を向上さ竜た.

また,平野域及びその周辺地域を占める第四紀層

(完新一更新統)について,テフラ層序や堆積相解析

の進歩などを受けて,層序･層相の区分がより精細

に区分されるようになったことも,1980年以降の

地質図幅の特徴である､
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第3図日本列島の構造区分の総括(脇田ほか,1993を一部修正)

3)新生代(及び白亜紀)火山岩類の活動様式の解

明(グリソｰタフ地域など)

火砕流堆積物など多様な火山噴出物の岩相分類と

形成要因の解析,地質時代カルデラ構造の発見な

ど,野外を含む火山地質学に長足の進歩が見られ,

年代精度の向上も手伝って,日本列島に広く分布す

る新生代及び白亜紀火山岩類の実態が,噴出･活動

様式の復元などを含めてより具体的に明らかになっ

た.特にグリソｰタフ地域等の中新統及び鮮新統火

山岩類の層序･岩相の詳細な検討による古火山活動

の復元,中新統火山岩層序の精密解析,火山砕屑岩

(yo1canic1asticrocks)の堆積相解析などに飛躍的な

進歩が見られた.

4)変成岩類･古期深成岩類における年代学的解

析

高圧型変成岩類などについて,放射年代と一部徴

化石年代の新たなデｰタの集積が進み,それによる

変成岩類･古期深成岩類の地史を考慮した新たな区

分の提起が必要となった.例えば,かつて古生界の

変成相とみなされていた三郡変成岩は,変成時代の

異なる3つの変成岩類に細区分された.その他,

宇奈月変成岩(石炭紀)及び御斎所変成岩(ジュラ紀)

1994年10月号

からの微化石の発見,宮守･早池峰岩体からの先シ

ルル紀放射年代,中央構造線付近外帯花嵩岩におげ

る250Ma年代などは,目本列島の地史上重要な知

見である.先シルル紀一シルル紀に相当する400-

500Ma放射年代は,以前から知られていたものに

加え,最近においても東北日本の北上山地と脊梁山

地,阿武隈山地東縁や茜南日本内帯の``三郡帯"な

どで相次いで報告されており,しかも塩基性岩,花

嵩岩,変成岩と変化に富んでいることは造構史を考

える上で輿味深い.

花闇岩たど深成岩類に関しては,岩系区分と,年

代デｰタや地質構造区分との対応関係などで進展が

見られている.今後,付加造構論のもとでの花闇岩

マグマの生成や多様性,貫入機構などに関しての検

討が期待される.

5)堆積相の区分の進歩

海洋地質学や堆積学の進展に伴い,1970年代以

降中生代や新生代の地層の堆積環境や堆積様式の解

析が飛躍的に進展し,堆積相を考慮した地層区分の

認定,層相の水平変化の把握が的確になり,地史

･地質構造発達史がより具体的に分かりやすいも

のとなった.�
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4.地質構造区分の問題と地下構造の把握

以上のような日本列島の地質解明上の進歩や地球

科学の全般的な進展を背景として,最近,造構論の

新たな展開が華六しい.このような造構論の基礎と

なるのは,地質構造区分である.正直に言って,

100万分の1地質図のような小スケｰルの総合地質

図から地史を読み取るには,地質構造区分がセット

であることは理想であるし,便利である.しかし,

先述したように,構造区分は地質構造が複雑であれ

ぼある程,研究老の問で統一見解を得ることは難し

い.最近のように,重要な新事実が次々に出てくる

と,ある地質体の地史や構造区分をその度に変えて

行かねばならない.日本列島の地質の総括的把握の

参考に,構造区分案の一例を第3図に示しておく.

この区分とて日進月歩であるし,他の研究者と見解

が異なる部分があることをおことわりしておきた

し･.

1980年以降,日本列島の先白亜系の地史を,東

南アジアにおける衝突･付加構造の形成過程,特に

中国大陸･朝鮮半島との比較構造論において捉えよ

うとする研究(例えば,TairaandTashiro,1987)の

流れがあって,かつてたいほどに大陸の地質への関

心が高まり,中朝地塊や楊子地塊などとの構造発達

史関連で新たな造構論が幾つか提起され,活発な議

論が展開されている.その代表的なものは“ナップ

テクトニクス''と“横ずれ断層''説である.西南目

本内帯の複雑に入り組んだ中･古生界の構造と分布

状況を説明するのに,低角度の衝上断層によって,

各地質体が接していると解釈されるようになり,多

くの研究者が受け入れる状況にある.ところが,さ

らに西南日本外帯の黒瀬川地帯や飛騨帯及び東北日

本の古期岩類にまでナップを適用する考えが出され

ている(磯崎･板谷,1991;磯崎･丸山,19911小

松ほか,1985;相馬･椚座,1992だと).一方,古

生物地理学や岩相からの各地質体の類縁関係の検討

から,ナップの関与のほか大規模な水平横ずれ運動

による地質体の移動の結果として日本列島の形成を

説明する考え(田沢,1993)や,水平横ずれが東北

日本で特に顕著であったとし,それを前提として東

北日本と西南日本との関係を論ずる立場(大槻･永

広,1992)など異なる見解が相次いでいる.

この中で,ナップ説とくに黒瀬川地帯ナップ説

は,野外を含めて豊富なデｰタに裏付けられて提起

され,この考えを評価する研究者はかなり多い.し

かし,この考えにも幾つかの疑問点*があり,今後

さらに検討が必要である.

‡例えば,ナップの形成時期,内･外帯の浅海成白亜系との地

史的･古地理的関連,黒瀬川地帯の直線的配列の必然性とハイ

マｰトの問題,東北日本との関連など.“飛騨ナップ"につい

ても,形成時期,手取層群との関係など検討を要する.

10年以上前まではよく議論されていた日本列島

の(古生界の)基盤岩は何か,という問題が付加体論

の登場によって,すっかり影が薄くなってしまっ

た.先述の4-5億年代の岩石あるいは年代値を日

本列島の成立過程の上でどの様に解釈するカ㍉岩石

の種類も多様で不確定要素のまだ大きい問題であ

る.木村ほか(1993)は日本列島の中一古生界が付加

体ではなく,中国大陸縁辺部に堆積した浅海相中部

古生界とそこに生じたリフト帯に形成された“地向

斜"堆積物であるという見解をとり,4億年岩石に

一つの説明を与えている.

地体構造論や構造発達史に関する議論は,地質学

者の興味深い問題ではあるが,日本列島のような複

雑な地質状況の元では議論は果てしなく続くことで

あろう.必要なことは重要なファクトデｰタの蓄積

である.地質学の分野で今後特に重要になってくる

のは,地下構造と地下地質の把握であろう.デｰタ

の種類として試錐資料,大観模建築･トソネル工事

資料,様六な物理探査資料などである.ナップ説に

しても起源は別として現象的な検証の決定打はそこ

にあり,地表下敷100-1,000mの地質が判明すれば

検証できる.

学問的興味ばかりでなく,地下地質の解明は,将

来に期待される様々た地下利用,深部鉱物･エネル

ギｰ資源の探査,地震及び火山噴火の予知,地下水

問題など我カの生活をより豊かにかつ安全に保って

ゆく上で重要である.最近,地下の物性と構造に関

する地球物理学的解像度が大きく進展しつつあり,

今後地質学的デｰタとの総合によって精度の高い地

下地質情報が期待できよう.

最後にひとつ申し上げたいことは,地球科学関連

の研究機関は言うに及ばず,特殊法人や民間企業等

多方面で生まれている深層試錐,物理探査などの貴

重なデｰタを集積し,活用できるような“地下地質

デｰタセンタｰ"のような機関あるいは組織が,関
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係各界の信頼を得て設立されることが期待される.
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〈受付:1994年3月1日〉

GEOLIS(日本地質文献デｰタベｰス)1993年版フロッピｰディスク及び

地質文献目録1982年版フロッピｰディスク公開のお知らせ

地質調査所が1986年から構築しております

GEOLISの1993年フロッピｰディスク版と,1985

年以前の地質文献目録の遡及版のうち1982年フロ

ッピｰディスク版が完成いたしました.下記の要領

で無償配布いたします.バックナンバｰにつきまし

ても同様の要領でお申込みください.

記

期間;1995年3月末日まで

デｰタ内容:日本地質文献目録(1986-1993年)

合計約62,000論文

地質文献目録(1982-1985年)

合計約21,000論文

申込み方法:依頼文書(自由形式)による.

ただし,以下のものを同封して下さい.

地質調査所ソフトウェア利用申請書(暫定)

(必ず自署して下さい.ただし,一度提出さ

れている方は不要です.)

フロッピｰディスク(3.5インチまたは5イン

チ)

1982-1985年1年分につき1枚

1986-1990年1年分につき2枚

1991-1993年1年分につき3枚

必要年数を明記し,必要枚数を同封して下さ

し･.

返信用切手貼付,返信先の庄所･氏名を記入

した返信用封筒(郵便用に限る)

利用プログラムが必要な方は,フロッピｰデ

ィスクを1枚多く入れて下さい.

申込み先:〒305つくば市東1-1-3

地質調査所地質情報センタｰ資料情報課

問い合わせ先1担当者菅原TEL.0298-54-3604

冊子体の1993年日本地質文献目録も印刷中です.

併せてご利用下さい.(価格未定)

1994年10月号�


